
－  －160

名古屋大学加速器質量分析計業績報告書. XXIII . 2012.03 
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Abs佐act

Using 血e submersible Sh初初j 6500, we report 世le 14C .d田sity of seawater ∞11田旬d 町oun.d由e

1arge lin1estone block on the lan.dwar.d slope of the Palau Trench, at 紅ound 6500m dep由， which is 

signific阻tly .deeper 白an the carbonate ∞mpensation .dep血 (CCD). AMS_14C m闘sur町nents of dissolved 

morg阻ic carbon (DIC) ex回cted revealed values as low as -295%.. It is su舘田ted 白at 也is value is 

P田dom泊佃tlyca国edby也e dissolution from也e lin1esωne block. 

要旨

“しんかい 6500"潜航の際に、パラオ海溝陸側斜面の水深 6500mの海底に巨大な石灰岩岩体を発

見した。この石灰岩岩体は、炭酸塩補償深度 (CCD) 以深に分布している。石灰岩露頭近傍の海水

の溶存無機炭素の AMS-14C 測定の結果は、1l.14C 値で-295%。を示した。この値は、深海の海水の 14C

濃度よりも低い。この低い 14C 濃度の原因は、 CCD 以深の環境における石灰岩からの炭酸塩の溶解

によって、石灰岩露頭近傍の海水に 14C を含まない炭酸イオンが供給されることによるものであり、

局所的ではあるが、深海の炭素循環の新たな供給源の実態を示すものである。

Keywords: Palau 1'1官官'h， Deep wate.耳 DIC， L114C 
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」且旦盈ι
海洋表層で生成された炭酸塩粒子(主に炭酸カルシウム)は、海洋深部に沈降する過程で、供給

量と溶解量が等しくなる深度まで到達すると溶解を始める。この深度を炭酸塩補償深度 (c釘bonate

∞mpens組ond叩血;CCD) と呼ぶ。 CCD は、水温・水圧・飽和度に関係して変化する。東部赤道太

平洋における CCD は、水深 4500m 付近である (Seibo1d and Berger, 1996) 。通常、炭酸塩は、 CCD

以深の海底には存在し得ない。

しかし、稀に炭酸塩が CCD 以深に存在することがある。 CCD 以深の炭酸塩の存在の主要な原因

は、ターピダイトに伴う浅海に堆積した炭酸塩の深海底への輸送である。ターピダイトに伴う CCD

以深の炭酸塩の存在は、プエルトリコ海溝(Ericson et al., 1952) 、ナウル海盆 (Shipboard Scientific 

Party, 1981) 、パラオ海溝 σ吋ioka et al., 1986; Yamamoto et al. , 1988) などで報告されている。

本研究の調査地域であるパラオ海溝は、フィリピン海プレート東縁を縁取る、伊豆一小笠原海溝、

マリアナ海溝、ヤップ海溝の南方延長に位置しており、最深部は、水深 7000m を超える。 1993 年

の“しんかい 6500"潜航の際に、パラオ海溝陸側斜面の水深 6500m の海底に、巨大な石灰岩岩体の

存在が確認された(藤岡・北里， 1994) (図 1 ， JAMS百c)。この石灰岩岩体についての詳細な調査は、

1995 年の“しんかい 6500"潜航で行われた(北里・藤岡， 1996) 。調査の結果、石灰岩岩体は、水深

5000・6500m の海底に連続して階段状に分布していることが明らかになった。緩斜面では、石灰岩

を数 cm程度の晴灰色泥が覆い、急斜面では、石灰岩が露出する急崖になっている。この石灰岩の

形成年代は、底生有孔虫や石灰質ナノ化石の群衆解析から中期中新世であると示唆されている。ま

た、石灰岩が露出する地点では、海水よりも高密度の物質が、露頭表面から陽炎のように立ち昇る

現象が確認されている。

図 1. 1993 年の“しんかい 6500"潜航で発見された石灰岩岩体

Figure 1. Discovery of the Iimestone b10ck from dive #190 of Shinkai 6500. 
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2006 年の“しんかい 6500"潜航では、この石灰岩岩体のさらなる調査に加えて、石灰岩露頭近傍

の海水を採水した。露頭近傍の海水には、石灰岩露頭における炭酸塩の溶解に伴って、 14c を含ま

ない炭酸イオンが供給されていると考えられる。したがって、石灰岩露頭近傍の海水は、みかけ上

の 14C に枯渇した海水であることが想定される。

2006 年の“しんかい 6500"潜航で採水した海水について、海水中の溶存無機炭素の 14C 濃度測定の

結呆を報告する。

2. J;盟主左塗

海水試料は、 2006 年の“しんかい 6500"潜航の際に、石灰岩露頭から、 ...{)m、 0.3m、 0.5m、 1m、

3m、 5m、 100mの地点で採水した。海水試料の採水には、ニスキン採水器と GAMO 採水器を使用

した。

海水中の溶存無機炭素は、真空中でリン酸と反応させる方法によって二酸化炭素ガスとして抽出

した(土屋・和田， 2002) 。抽出した二酸化炭素ガスは、水素ガスと反応させ(鉄粉触媒・ 6350C)

グラファイトを生成した (Tsuboi et al., 2011) 0 14C 濃度の測定は、名古屋大学年代測定総合研究セ

ンターにて AMS 法により行った。

L益基主主筆

海水中の溶存無機炭素の A14C 値を図 2 に示した。石灰岩露頭近傍(海底から 5m以内)の海水の

A14C 値は、 295%0から 255%。までの範囲の値を示した。一方で、石灰岩露頭から 10伽離れた地点

の海水の A14C 値は、 257%0であった。
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図 2. 石灰岩露頭近傍の海水中の溶存無機炭素の A14C値

Figu四 2. A 14C value of seawater versus heiゆt from sea floor. 
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石灰岩露頭近傍の海水の ß14C 値は、石灰岩露頭から 10伽1 離れた地点の海水の企14C 値と比較し

て、最大で 40%。程度低い値を示した。この石灰岩露頭が水深 650伽n 付近に分布しているために、

石灰岩露頭では、炭酸塩の溶解によって、海水中に 14C を含まない炭酸イオンが供給されている。

その結果、石灰岩露頭近傍の海水の ß14C 値を減少させている。

現在の海水中の溶存無機炭素の ß14C 値の下限は、 260%0程度である。このことから、石灰岩露

頭から 10伽E離れた地点の海水は、石灰岩岩体からの炭酸イオンの供給の影響を受けていないと考

えられる。また、石灰岩露頭近傍の海水についても、海水中の溶存無機炭素の ß14C 値と同等の値

を示す試料もある。このことは、石灰岩露頭から供給された炭酸イオンが、単に海水中に拡散して

いるのではなく、底層流や潮汐などによる複雑な海水移動の結果を反映していると考えられる。
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